
 

 

第4回 第二次諏訪市教育振興基本計画策定委員会  次第 

 

日時：令和5年2月16日（木）午後6時～ 

                                          場所：諏訪市役所 201会議室 

  

１．開 会 

 

２．教育長あいさつ 

 

３．議 事 

 （１）パブリックコメント実施結果について 

（２）第二次諏訪市教育振興基本計画 

諏訪市の教育理念（教育大綱）具体的取組み（基本計画）（最終案）について 

 

４．その他 

  ＜今後の予定について＞ 

  〇定例教育委員会 

   令和５年３月１０日（金）・・・基本計画の決定 

〇諏訪市総合教育会議 

令和５年３月１４日（火）・・・教育大綱の決定 

 

５．閉 会 

 

 

【事前送付資料】 

資料1 パブリックコメント実施結果について 

資料2 諏訪市の教育理念（教育大綱）具体的取組み（基本計画）最終案 

 

【当日配付資料】 

資料3 第二次諏訪市教育振興基本計画 目次 

差 替 パブリックコメントにおけるご意見と市の考え方 

 

  



 



【様式第４号】 

第二次諏訪市教育振興基本計画（案）パブリックコメント実施結果について 
 
１ 趣旨 
  教育の振興に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、市の教育振興に対する基本理念や基本方針等を示し、その遂行のための

具体的な事業や活動を明らかにする第二次教育振興基本計画を策定するにあたり、パブリックコメントを実施。 

 
２ 募集期間 
  令和 4年 12 月 20 日 ～令和 5年 1月 18 日 

 

３ 閲覧方法 
諏訪市役所 教育総務課及び１階ロビー情報コーナー・諏訪市公民館（生涯学習課）、しんきん諏訪湖スタジアム（スポーツ課）・ 
駅前交流テラスすわっチャオ・豊田公民館・四賀公民館・中洲公民館・湖南公民館・諏訪市ホームページ 
 

４ 意見件数 
  意見件数：27件 意見者：5 人（提出方法：持参 3人、郵便 0 人、ファクシミリ 0 人、電子メール 2人） 

 

５ 意見・提案等に対する市の考え方 （詳細は別紙（意見集約表）のとおりです） 
 
 
 
 
 
 

対応区分 対応方針 件数（件） 
A 計画案を修正・追加する。 6 

B 計画案は修正しないが、今後の取り組みにおいて参考にする。 13 

C 検討の結果、計画案には反映しない。 8 

合  計 27 

資料 1 



 



   

   

   

  

   



  

   

   

  
  

 

   

   



    

    

    

    

    

   



    

    

    

     

     

   



     

     

     

     

     

     

   



   

   

 
 
 

   

















































 



    
 第二次諏訪市教育振興基本計画 目次 

 

総合計画、教育大綱と教育振興基本計画の関係・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

 

第 2 次諏訪市教育振興基本計画の施策体系・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

第1章 計画策定にあたって 
 

1 計画策定の趣旨・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2 計画の位置付け及び性格・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

3 計画の期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

第2章 教育の現状と課題 
 

1 諏訪市の教育を取り巻く現状と課題・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

第3章 諏訪市教育大綱 
 

1 基本理念・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

2 「基本方針 1 自らを拓き、未来を生きる子どもを育てる」について ・・・・・・ 

3 「基本方針 2 地域に学び、地域に生きる子どもを育てる」について ・・・・・・ 

4 「基本方針 3 学びや文化芸術に、親しみ、活かし、つなぐ」について・・・・・ 

5 「基本方針 4 誰もが気軽に楽しく親しめるスポーツ」について・・・・・・・・ 

6 「基本方針 5 諏訪の特色である文化遺産を守り、活かす」・・・・・・・・・・・ 

 

第4章 基本計画 

 

誰もが輝き 誰もが幸せ 新たな時代を切り拓き つながり続ける学びの和 

 

1 【学校教育】自らを拓き、未来を生きる子どもを育てる・・・・・・・・・・・・・ 

 (1) 基礎学力の向上と心・体の成長 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (2)  ものづくり教育の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (3) 特別支援教育の充実・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (4) 就学への経済的支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (5) いじめ問題や不登校支援への取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (6) ICT 教育の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (7) 未来創造ゆめスクールプランの着実な推進・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

(8) 学校施設の計画的な整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2 【地域教育】地域に学び、地域に生きる子どもを育てる・・・・・・・・・・・・・ 

 (1)  地域協働の学校づくりと子どもの育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (2)  郷土諏訪への愛着と誇りを育てる取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (3)  青少年の自立支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (4)  地域の中で子どもを育てる取組・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

 

資料 3 



 

3 【生涯学習・文化芸術】学びや文化芸術に、親しみ、活かし、つなぐ・・・・・・・・ 

 (1)  社会のニーズに応じた学習機会の提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (2)  文化芸術に親しむ機会の提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (3)  文化芸術活動の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (4)  本に親しむ環境づくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (5)  生涯学習活動活性化のための人材育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (6)  学びの成果を活用する仕組みづくり・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (7)  地域の自発的、自立的な公民館活動の支援・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (8)  学びや集いの場の環境整備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

   

4 【スポーツ振興】誰もが気軽に楽しく親しめるスポーツ・・・・・・・・・・・・・ 

 (1)  スポーツに親しむための機会の提供・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (2)  スポーツ団体活動の活性化支援・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (3)  子どもの体力や運動能力の向上・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (4)  施設の維持・改修と利用方法の見直し・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (5)  スポーツを通じた青少年の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

5【文化財保護・活用】諏訪の特色である文化遺産を守り、活かす 

 (1)  文化財保存活用基本方針の策定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (2)  文化遺産の総合的な把握と指定・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (3)  文化遺産の保存・管理の推進・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (4)  ふるさとの歴史や文化に親しむ機会創出・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (5)  保護意識の醸成とそれに対する市民協働・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (6)  資料・作品の収集・保存・公開と環境整備・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 (7)  歴史的環境や文化遺産を活用したまちづくり・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

資 料 
 

1 諏訪市教育振興基本計画策定までの流れ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 2  諏訪市教委振興基本計画策定委員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

  

 



【様式第５号】

多くの貴重なご意見をいただきありがとうございました。以下に、頂戴したご意見に対する考え方等をお示しいたします。

5 3～7

教育長が12月定例会で答弁された「学校に多様な子どもを
合わせるのではなく、多様な子どものニーズに合わせて、教
育システムをそのものを変えていくプロセスに取り組むこと
が重要」をもっと強調し、当該文言もしくは同義語を載せて
いただくことを希望する。

教育長が12月定例会で答弁いたしました考え方で進めていくこと
を「諏訪市教育大綱」に「目指すこと」として記すとともに、3～７
ページの基本計画にて、学校づくりや学級づくりの取組み、インク
ルーシブ教育の考え方など、実現に向けた施策として記載してい
ます。計画にご賛同いただいていることを踏まえ、しっかりと推進
してまいります。

B

6 4
①基礎学力の
向上と心・体の

成長

「社会の変化に対応し、児童生徒の健やかな育ちを支える、
学校、家庭、地域が連携した健康教育の取組みについて研
究を進めます。」
⇒（意見）記載を読み砕くと、結局何をする研究なのか具体
性に欠く内容と感じざるを得ない。共働き世帯が増える中
で、学童保育を頼らざるをえない一方で、入所説明会で学
童保育は学校と違う組織で、勉強も教えないというかたくな
なスタンスに疑問を持った。以下の記事にもあるように、共
働きになると子どもが何かを体験する機会がどうしても減っ
てしまうことによる、目標設定機会が失われると考えてい
る。学校や地域、地域と民間の事業など一体となった施策
を入れるべきではないか。放課後の校舎や体育館などを利
活用し、体験教室の開催など具体的な施策の表現にするひ
つようなど、行動を伴うものに見直していただきたい。

「社会の変化に対応し、児童生徒の健やかな育ちを支える、学
校、家庭、地域が連携した健康教育の取り組みについて研究を
進めます。」を「蓼科保養学園での健康教育の実践と次世代に馳
せる思い（蓼科イズム）を継承した、新しい健康教育プログラムに
ついて研究を進めます。」に修正します。

A

7 5
②ものづくり教

育の推進

「ものづくりの精神」という言葉を聞いて、理解できる人が多
くいるのか？という疑問を持った。ものづくりをするときには
「創意工夫」や「子どもが何かに熱中できることのすばらし
さ」を指していると推察できるが、諏訪市で製造業に従事し
ている人数は多いとはいえ、「精神」といわれると曖昧な表
現ではないかと思う。子どもたちに養ってもらいたい大切な
キーワードが抜けていると感じてしまった。

昔から製糸業や精密機械工業が盛んな諏訪市は、ものづくり産
業が発達した内陸工業都市であり、技術を生かして世界中の
ユーザーのために優れた製品を提供し、常に相手や使い手の立
場に立って自らの技術を磨き、ものづくりに励むことを大事な精神
としてきました。その精神こそ未来を担う子どもたちに伝える「もの
づくり教育」であると考えます。諏訪市独自の教科である「相手意
識に立ったものづくり科」を中核として、このことを子どもたちが実
感できるよう、ご意見を踏まえて実践してまいります。

B

8 6
③特別支援教

室の充実

「合理的配慮を必要とする児童生徒が活用することを想定
し、ICT機器活用を研究し、環境整備を進めます。」
⇒（意見）ICT機器活用は不登校児童生徒にも活用が必要
では？

P7⑤「いじめ問題や不登校支援への取組」の最下段に「・不登校
の児童生徒が活用することを想定し、ICT機器活用を研究し、環
境整備を進めます。」を加えます。

A

9 6
③特別支援教

室の充実

「特別な支援を必要とする児童生徒の適切な学びの場につ
いて、専門家を交えて検討し、継続した支援を行います。」
「特別な支援を必要とする児童生徒に対し、通常の学級を
基盤にしながら教育的ニーズに応じた学びを支援するた
め、通級指導教室の整備を推進します。」
⇒（意見）文章がくどいように感じます。特別な支援を必要と
する児童生徒に対しての記述なら一文にまとめてみてはい
かがか。
（例）特別な支援を必要とする児童生徒の適切な学びの場
について専門家を交えて検討し継続した支援を行います。
また通常学級中心に学ぶ児童生徒を支援するため通級指
導教室の整備を推進します。

2つの行動は、ご意見のとおり特別な支援を必要とする児童生徒
に関わる記述となりますが、1つ目の行動は、どの学びの場で、ど
のように学ぶのかということを検討する委員会及び継続支援を記
載しています。2つ目の行動は、これから拡充されていく 場「通級
指導教室」の人的、物的等の整備についての記載です。それぞ
れ大きな事業が紐づく取組みですので、別々の項としています。
ご理解いただいています記載内容に沿って、しっかり取り組んで
まいります。

C

     第二次諏訪市教育振興基本計画 （案）パブリックコメントにおけるご意見と市の考え方 差替
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・合理的配慮＊2を必要とする児童生徒が活用することを想定し、ICT 機器活用を研究し、環

境整備を進めます。 

・特別な支援を必要とする児童生徒の適切な学びの場＊3について、専門家を交えて検討し、

継続した支援を行います。 

・特別な支援を必要とする児童生徒に対し、通常の学級を基盤にしながら教育的ニーズに応

じた学びを支援するため、通級指導教室の整備を推進します。 

・学習面の支援を行う学習支援員や、行動面・心理面の配慮、自律した校内生活の支援を行

う自立生活支援員を、児童生徒の状況にあわせて配置します。 

・多様な児童生徒がいることを前提に、学習支援員や自立生活支援員による支援の拡充、医

療的ケア児＊4のための看護師等の専門家による支援、「多様な学びの場」の充実等、チーム

支援体制構築等の環境整備に努めます。 

  ・切れ目のない支援を行うため、早期からの相談体制や「子育ち支援シート」＊5等を活用し

た幼保小中高への一貫した発達支援体制の整備を進めます。 

  ・【再掲】副学籍制度を活用し、特別支援学校に在籍する児童生徒と地元の小中学校に在籍す

る児童生徒との交流及び共同学習に努めます。 

   

 

 ④ 就学への経済的支援 
 

○経済的に厳しい家庭のための就学援助や、スクールバス運行等による遠距離児童生徒の通学 

支援を継続します。また、奨学金制度の周知徹底を図ります。 

  ・家庭状況に影響されず、児童生徒が安心して学校生活を送れるよう、就学援助を行い、教

育の機会均等を確保します。 

  ・安全で安心な通学手段を確保するため、遠距離通学を要する児童生徒に対し、スクールバ

ス等の運行を実施します。 

  ・能力があるにも関わらず、経済的理由により高等学校や大学等への就学が困難な生徒、学

生に対し、奨学金を支給・貸与します。 

  ・奨学生の諏訪での就業・定住を支援するため、奨学金貸与に対する償還金は、大学卒業後

一定期間内に諏訪市に居住する等、一定要件を満たした者について一部免除とします。 

 

＊1 インクルーシブ教育 

すべての学習者の多様性を前提とし、学習活動への参加を平等に保障するために教育システムを改革するプロセスの

こと。 

＊2 合理的配慮（学校教育における） 

障がいの有無に関わらず、すべての児童生徒が学校生活に公平に参加できるよう、それぞれの障がい特性や困りごと

に合わせて行われる配慮のこと。 

＊3 適切な学びの場 

小中学校には、通常の学級、通級による指導、特別支援学級等、多様な学びの場があり、障がいの程度や教育的ニーズ

等を踏まえた検討のうえ判断された児童生徒の学ぶ場所や支援体制等のこと。状況の変化により、その都度見直され

る。 

＊4 医療的ケア児 

  学校や在宅等で日常的に行われている、たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアを受けることが必要な児童生徒。 

＊5 子育ち支援シート 

  家庭と支援機関が子どもの発達に関わる特性等の情報を各ライフステージに引き継ぎながら適切に支援を継続する 

ため、1 冊のシートに子どもの成長の記録や支援の経過を記入する取組み。 
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 ⑤ いじめ問題や不登校支援への取組 
 

○複数の要因や背景が複雑に絡み合う児童生徒の悩みや課題に対し、スクールカウンセラー＊1 

 やスクールソーシャルワーカー＊2、あゆステ等を含めたチームで寄り添い、支援します。 

・【再掲】すべての児童生徒が認めあい、支えあい、学びあい、自分らしく学べる学校づく

り、学級づくりに取り組みます。 

・様々な悩みを抱える児童生徒や保護者に寄り添い、支援するため、スクールカウンセラー

やスクールソーシャルワーカー、不登校支援コーディネーター＊3を配置し、諏訪市子ども

家庭総合支援拠点「すわ☆あゆみステーション」（あゆステ）を中心とした関係機関と連携

し、学校内外のチームによる相談・支援体制の充実を図ります。 

・自分は大切な存在であること、身近な大人に相談できること、相談する場所があることを

学び、周りの力を借りて前向きに解決できる児童生徒の育成を図るため、「SOS の出し方に

関する教育」を実施します。 

・「諏訪市いじめ防止等のための基本的な方針」に基づき、いじめの防止、早期発見及び対処

のための対策に、総合的かつ効果的に取り組みます。 

・児童生徒のいじめ防止等に向けた主体的かつ自主的な取組みを支援するため、児童生徒に

よる自他の権利を守り大切にしようとする活動や、人権教育、インターネットの適正利用

を考える情報モラル教育を推進します。 

・地域や行政、市民が一体となっていじめの問題について連携して行動できる体制の強化を

図るため、経験や知識を有する「いじめ問題対策連絡協議会」を設置します。 

・「諏訪市不登校児童生徒の支援に関わる基本的な方針」、「不登校児童生徒を支援する民間施

設等に関するガイドライン（出席扱いの考え方）」の運用とともに、学習評価についての考

え方を整理しながら、一人ひとりの学びを見つめ、すべての児童生徒の自己肯定感が高ま

り、社会的自立に向かう支援を進めます。 

  ・不登校児童生徒の居場所の一つとしてフレンドリー教室を設置するとともに、教科学習だ

けでなく自然体験や社会体験など児童生徒の興味関心に寄り添い広げる学びの場づくりを

民間団体等と連携して進めます。 

  ・【再掲】ユニバーサルデザインの視点による授業づくりを推進し、児童生徒一人ひとりに応 

じたきめ細かな指導・支援を行います。 

・不登校の児童生徒が活用することを想定し、ICT 機器活用を研究し、環境整備を進めます。 

 

 

 

 

＊1 スクールカウンセラー 

心の問題の専門家として学校に配置され、児童生徒の生活上の問題や悩みの相談に応じるとともに、教師や保護者に 

対して指導・助言を行う専門家。多くは臨床心理士が宛てられる。 

＊2 スクールソーシャルワーカー 

社会福祉の専門的な知識を持ち、子ども本人だけでなく、家庭や行政、福祉関係施設など外部機関と連携しながら、子 

どもを取り巻く環境を調整する役割を担う者。 

＊3 不登校支援コーディネーター 

学校外での子どもの居場所の情報提供や、それぞれの児童生徒の特性や状況にあった学びを調整する者。 
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